
 

 

 

 

 

平成 27 年 2 月 18 日 

報道関係各位 

独立行政法人 国立科学博物館 

日本顕微鏡工業会 

 

企画展「国産顕微鏡 100 年展 ～世界一に向けた国産顕微鏡のあゆみ～」開催 

プレスおよび関係者内覧会のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

  

 

国立科学博物館は、3月 3日(火)から 4月 19 日(日)の期間で、企画展「国産顕微鏡 100 年展～

世界一に向けた国産顕微鏡のあゆみ～」を開催いたします。 

顕微鏡は発明されてから 420 年余りを経て、現在も科学、医学、産業など様々な分野の発展に

貢献する重要な光学機器です。わが国で、現代につながる顕微鏡で最初に工業的に成功したもの

は、1914（大正 3）年に製造された「エム・カテラ」で、その後の国産顕微鏡発展の礎となりま

した。 

本展覧会では「エム・カテラ」の製造販売開始から 100 周年を記念し、わが国の光学顕微鏡が

この 100 年足らずの期間で世界トップレベルになるまでに至った経緯を、江戸時代からの流れも

含め、歴史的製品や最新製品および研究成果と共に紹介します。 

つきましては、展示のオープンに先立ち、３月２日（月）午後３時００分～４時３０分の間、

プレスおよび関係者内覧会を実施いたしますので、取材・記事の掲載など本企画展の広報に関し

て特段のご支援・ご協力を賜りたくお願い申し上げます。 

 

記 

 

【会  場】国立科学博物館（台東区上野公園 7-20）日本館 1階 中央ホール、企画展示室 

【開催期間】平成 27 年 3 月 3 日(火)～平成 27 年 4 月 19 日(日) 

【入 館 料】常設展示入館料のみでご覧いただけます。 

      （一般・大学生：620 円（団体 310 円）高校生以下および 65 歳以上無料※団体は 20 名以上） 

【休 館 日】毎週月曜日、ただし 3 月 30 日（月）は開館 

【主  催】独立行政法人 国立科学博物館、日本顕微鏡工業会 

【協  賛】サクラファインテックジャパン株式会社 

【展示概要】別添の「展示の概要」にてご紹介します。 

 

国立科学博物館（台東区上野公園、館長：林良博）におきましては、このたび下記のとおり３月３日

（火）から、企画展「国産顕微鏡 100 年展～世界一に向けた国産顕微鏡のあゆみ～」を開催いたします

ので、お知らせいたします。 

また、本展覧会のオープンに先立ち３月２日（月）に、別添のとおりプレスおよび関係者内覧会を

実施いたしますので、併せてご案内申し上げます。 



本件に関するお問い合わせ先 

国立科学博物館 事業推進部 企画展示課 担当：吉野英男、土屋順子 

ＴＥＬ 03-5814-9175、9887  ＦＡＸ 03-5814-9899 

〒110-8718 東京都台東区上野公園 7-20  

E-mail:kikakuten@kahaku.go.jp 

詳細は下記をご覧ください。 

http://www.kahaku.go.jp/event/2015/02microscope/ 
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企画展「国産顕微鏡 100 年展 ～世界一に向けた国産顕微鏡のあゆみ～」 

プレスおよび関係者内覧会のお知らせ 

平成２７年３月２日（月）午後３時００分～／上野・国立科学博物館 

 

 

国立科学博物館では企画展「国産顕微鏡 100 年展～世界一に向けた国産顕微鏡のあゆみ～」の

開催に先立ち、下記のとおりプレス内覧会を実施いたします。 

当日は、担当研究者による展示解説も行いますので、ぜひご参加いただき、記事として取り上

げていただければ幸いです。 

 

記 

 

【日   時】 平成 27 年 3 月 2日（月）午後 3：00～午後 4：30（受付開始午後 2:30～） 

【会   場】 国立科学博物館 （東京都台東区上野公園 7-20） 

【受 付 場 所】 国立科学博物館 事務棟入口 ※通用門からお入りください。 
 
<交通のご案内> ＪＲ上野駅公園口から徒歩 5 分、東京メトロ銀座線・日比谷線上野駅から徒歩

10 分、京成電鉄上野駅から徒歩 10 分 ※駐車場の用意はございません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加をご希望の方は、別紙「返信用紙」にて２月２６日(木)までにお知らせください。 

※事前にお申し込みいただかなくても、当日ご参加できますが、大まかな人数把握をさせていただ

きたく存じますので、ご返信いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 



 

当日のスケジュール 

午後２：３０～  受付開始（受付場所：事務棟入口 ※通用門からお入りください） 

午後３：００～４：３０ 展覧会内覧 （会場：日本館 1 階企画展示室） 

        ・担当研究者が展示解説を行い、皆様からのご質問にお答えします。 

        ・展示室内の撮影が可能です。 

 

 

 

担当研究者のプロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立科学博物館産業技術史資料情報センター長  鈴木 一義 

専門は機械工学、技術史。 

日本の科学技術の発達過程（特に近世以降）を中心に、在来技術

や近代技術、現代の産業技術に関わる直接的な資料の収集、調査、

研究を行っています。江戸時代のからくり人形、鉱山・測量技術か

ら、明治の製鉄、紡績、現代の自動車、飛行機、ロケットそしてモ

ノづくりまで、日本だからできた技術、その特徴を調べています。 

 

国立科学博物館理工学研究部科学技術史グループ  沓名 貴彦 

専門は材料工学、保存科学。 

金や銀といった非鉄金属の生産に使用したとみられる遺物に、科

学的な手法を活用して使用目的やその技術を調べることで、日本に

おける非鉄金属生産技術の発展過程を研究しています。また、人間

が生み出した様々なモノを未来に伝えるための研究もしています。 

日本顕微鏡工業会事務局長  長野 主税 

専門は応用物理学、光学設計。 

1976（昭和 51）年にオリンパス光学工業（現オリンパス）に入社

して以来、主に顕微鏡の光学設計・研究開発に従事してきました。

対物レンズや接眼レンズをはじめ顕微鏡関係の光学系の開発を数多

く担当しました。2005（平成 17）年より現職を務めています。 

 



企画展「国産顕微鏡 100 年展 

～世界一に向けた国産顕微鏡のあゆみ～」 

プレスおよび関係者内覧会 参加票 

（平成２７年３月２日（月） 午後３時００分～午後４時３０分） 

           （受付：午後２時３０分～） 

 

 

 

 

 

【 返 信 用 紙 】 

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 

＜０３－５８１４－９８９９＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加をご希望される方は、下記項目にご記入の上、事前にＦＡＸにてご返信 

いただければ幸いです。 

お手数をおかけいたしますがよろしくお願い申し上げます。 

 

□ご出席   
 

    

貴社名                             

貴メディア・所属部署名                    

ご芳名                              

連絡先 

住所：〒  -                        

TEL：            FAX：            

メールアドレス：                      

備考                             





広報用として写真をご用意しております。
国立科学博物館ホームページの各種手続き・報道関係資料→写真・施設の貸出からお申し込みできます。

(http://www.kahaku.go.jp/procedure/rent/index.html）

【記事利用の際のお願い】
＊写真使用は本展の紹介のみとさせていただきます。本展終了後の使用はできません。

＊写真掲載時には、資料のクレジットを必ずご記載ください。
＊展覧会の開催情報紹介欄に、会期、入館料、開館時間などの基本情報をご掲載いただく場合は確認のため、
校正の段階でお送りください。（記事内容をチェックするものではありません。）

＊ご掲載いただいた場合は、掲載誌等をお送りくださいますようお願い申し上げます。

〈広報に関するお問い合わせ先〉国立科学博物館 事業推進部 広報・常設展示課 吉野千津、土屋実穂
電話 03-5814-9855、9858  FAX 03-5814-9898
E-mail：shuzai@kahaku.go.jp

〒110-8718  東京都台東区上野公園7－20

ポスター
（国産顕微鏡100年展）

画像提供：国立科学博物館
オリンパス_BX63

画像提供：国立科学博物館
エム・カテラⅣ

画像提供：国立科学博物館

木製簡易型顕微鏡
画像提供：国立科学博物館

紅毛雑話
画像提供：国立科学博物館




